
代表取締役　永島 誠一郎

　中小企業・製造業におけるSDGsの取り組みとは？ 今回は、省エネ・省人・無人化への投資を続けると共に、
人的資本（技能向上・働きやすい職場環境づくり）にも注力する株式会社フクネツの取り組みを紹介します。

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

「中小企業・製造業におけるサステナブル経営」

　
株
式
会
社
フ
ク
ネ
ツ（
以
下
、フ
ク
ネ
ツ
）は
、

１
９
６
９
年
７
月
に
創
業
。金
属
熱
処
理
、機
械
研

削
加
工
を
主
な
事
業
と
し
て
成
長
。現
在
で
は
、金

属
製
品
と
し
て
品
質
面
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
±
１
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
機
械
部
品
を
製
造
す
る
会
社
で

あ
る
。

　
当
時
、九
州
で
は
本
格
的
に
金
属
の
熱
処
理
を
行

う
会
社
が
少
な
く
、チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
古
賀
町（
現
・

古
賀
市
）で
創
業
。１
９
７
９
年
、事
業
拡
大
に
合
わ

せ
、糟
屋
郡
篠
栗
町
和
田
の
鉄
工
団
地
へ
移
転
。現

会
長
・
永
島
し
ゅ
ん
じ 

駿
治
氏（
前
社
長
）は
社
是「
挑
戦
と

和
」を
掲
げ
、常
に
新
し
い
技
術
革
新
へ
の
地
道
な
努

力
を
続
け
た
。創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、大
き
な

二
度
の
転
機
を
乗
り
越
え
、フ
ク
ネ
ツ
は
大
き
く
飛

躍
す
る
。

　
２
０
１
０
年
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
で
大
幅
な
売
上

減
少
に
苦
し
む
中
、取
引
先
の
大
手
精
密
機
械
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
部
品（
※
１
）の
熱

処
理
事
業
を
受
託
。大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
20
台
分
の
機

械
設
備
ご
と
借
入
れ
る「
大
移
管
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

あ
っ
た
。同
時
に
５
名
の
若
手
社
員
を
関
東
の
工
場
へ

派
遣
し
、短
期
間
で
操
作
技
術
を
習
得
し
た
。今
も

会
社
概
要

SDGsから見える
10年後の会社の未来

稼
働
す
る
移
管
設
備
の
導
入
か
ら
程
な
く
、新
規
注

文
が
一
気
に
増
加
。深
夜
に
及
ぶ
フ
ル
操
業
が
常
態

化
し
、売
上
は
倍
増
し
た
。

　
２
０
１
７
年
、フ
ク
ネ
ツ
は
二
度
目
の
大
き
な
転

機
を
迎
え
る
。先
述
の
大
手
精
密
機
械
部
品
メ
ー

カ
ー
の
製
品
移
管
に
伴
い
、熱
処
理
に
加
え
、加
工
工

程
を
全
面
的
に
引
継
ぐ
こ
と
に
。こ
の
二
度
の
転
機

か
ら
フ
ク
ネ
ツ
の
主
な
加
工
製
品
は
自
動
車
関
連
部

品
か
ら
精
密
機
械
部
品
へ
と
変
遷
。よ
り
高
精
度
な

労
働
生
産
性
の
向
上
や
採
用
・
定
着
の
促
進
、社
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策

（
※
６
）５
Ｓ
活
動
と
は「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・し
つ
け
」の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
頭
文
字
。現
場
の
環
境
維
持
や
業
務
効

率
を
上
げ
る
、５
つ
の
要
素
へ
の
取
組
活
動

熱処理第一工場内　左.ピット型焼入炉／右.中性塩浴炉　創業から現在も稼働中のソルトバス（ひとつの炉で創業）

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、「
熱
処
理
設
備
の
無
人
監
視
シ

ス
テ
ム
」を
20
年
前
よ
り
導
入
。改
良
を
重
ね
、現
在

は
３
台
の
自
動
熱
処
理
設
備
が
24
時
間
体
制
で
稼

働
中
。結
果
、夜
勤
者
数
の
軽
減
や
生
産
量
の
拡
大

へ
貢
献
。１
０
０
％
電
力
稼
働
で
ガ
ス
燃
料
ゼ
ロ
等
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
環
境
面
で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
。

高
額
な
設
備
投
資
だ
け
に
、段
階
的
に
旧
型
機
械
か

ら
の
入
替
え
を
進
め
、一
層
の
自
動
化
に
よ
る
省
人・

無
人
化
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、熱
処
理
を
は
じ
め
機
械
加
工
等
、ほ

ぼ
全
て
の
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
。ガ
ス
燃
料
に
よ

る
熱
処
理
会
社
が
多
い
な
か「
創
業
か
ら
多
品
種
少
量

加
工
が
多
く
、ガ
ス
を
使
用
す
る
よ
り
電
気
の
方
が
安

全
だ
っ
た
」と
永
島
社
長
は
振
り
返
る
。現
在
の
主
力

製
品
で
あ
る
精
密
機
械
部
品
の
加
工
性
能
に
お
い
て

も
、電
動
機
械
に
性
能
面
で
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
ま
た
加
工
工
場
内
は
、デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
※
３
）に
よ
る
温
度
調
節
を
行
っ
て
い
る
。温
度
に
よ

る
金
属
膨
張
を
防
ぎ
、加
工

精
度
を
上
げ
る
目
的
で
導
入

し
た
装
置
だ
が「
最
近
は
、電

気
代
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
大
い
に

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
」と

製
造
部
の
今
林
部
長
は
、他

工
場
へ
の
導
入
も
検
討
し
て

い
る
。

（
※
３
）デ
マ
ン
ド
値（
30
分
間
に
使
用

し
た
電
力
の
平
均
使
用
量
）

を
監
視
し
エ
ア
コ
ン
等
の
間

引
き
運
転
を
自
動
制
御
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
節
電
で

き
る
最
先
端
シ
ス
テ
ム

　
フ
ク
ネ
ツ
が
外
国
人
材
の
正
社
員
雇
用
を
始
め
た

の
は
２
０
１
７
年
。「
日
本
語
能
力
を
重
視
し
、技
・

人
・
国
ビ
ザ（
※
４
）で
働
け
る
外
国
人
を
正
社
員
採

用
し
よ
う
と
考
え
た
」と
永
島
社
長
。最
初
に
、日
本

企
業
で
勤
務
経
験
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
２
名
を

正
社
員
と
し
て
採
用
。現
在
、ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
10

名
、１
期
生
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
躍
中
。「
国
籍

に
関
係
な
く
社
員
と
し
て
能
力
を
評
価
。管
理
職
へ

の
登
用
を
検
討
し
て
い
る
」と
永
島
社
長
は
そ
の
成

長
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
事
務
だ
け
で
な
く
、工
場
で
働
く
女
性
社
員
も
増

え
、子
育
て
中
の
社
員
の
要
望
に
応
え
、就
業
規
則

を
改
訂
。「
一
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
」が
取
得
可

能
と
な
っ
た
。「
男
性
社
員
の
育
児
休
暇
の
取
得
率

は
１
０
０
％
。会
社
が
目
指
す
省
エ
ネ・
省
人
・
無
人

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
社
員
に
実
感
し
て
ほ
し
い
」と

人
事
総
務
を
担
当
す
る
花
田
総
務
部
長
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、未
経
験
者
で
も
技
能
を
取
得
で

き
る
よ
う
研
修
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。毎
週
、知
識

勉
強
会（
座
学
）を
開
催
。会
社
推
奨
資
格
に
つ
い
て

は
、外
部
研
修
や
資
格
取
得
の
費
用
を
会
社
が
実
質

的
に
負
担
す
る
。資
格
取
得
後
は
、技
能
手
当
に
よ

る
昇
給
も
あ
り
、技
能
向
上
を
人
事
制
度
面
で
も
後

押
し
し
て
い
る
。

　
ま
た
職
場
の
労
働
安
全
衛
生
に
お
い
て
は
、二
つ
の

活
動
を
柱
に
推
進
を
行
っ
て
い
る
。健
康
経
営（
※
５
）

と「
５
Ｓ
活
動
」で
あ
る
。健
康
経
営
は
、各
職
場
の

代
表
者
が
安
全
衛
生
委
員
会
委
員
と
兼
務
で
推
進

を
担
う
。協
会
け
ん
ぽ
や
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、

健
康
課
題
を
改
善
す
る
。経
済
産
業
省「
健
康
経
営

優
良
法
人
」認
定
を
４
年
連
続
で
取
得
。そ
の
活
動

内
容
を
会
社
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
し
て
い
る
。「
５
Ｓ
活

動
」（
※
６
）に
つ
い
て
は
、自
社
だ
け
で
な
く
、福
岡

県
内
の
製
造
業
７
社
と
協
力
し
て
推
進
。毎
年
、メ

ン
バ
ー
企
業
に
よ
る
相
互
点
検
を
行
う
。「
他
社
に

よ
る
点
検
は
、非
常
に
緊
張
感
が
あ
り
、日
々
の
労

働
安
全
へ
の
意
識
を
維
持
す
る
の
に
大
変
役
立
っ
て

い
る
」と
永
島
社
長
。「
他
企
業
と
相
互
研
鑽
す
る

５
Ｓ
活
動
」は
、フ
ク
ネ
ツ
の
企
業
文
化
の
一
つ
と
言

え
る
。

（
※
４
）技
術・人
文
知
識・国
際
業
務
ビ
ザ
。企
業
や
団
体
と
契
約

し
、事
務
職
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
専
門
的・技
術
的
な
素

養
を
必
要
と
す
る

（
※
５
）健
康
経
営
と
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
へ
投
資
を
行
い
、

■代表取締役　永島 誠一郎
■本社／福岡県糟屋郡篠栗町和田５丁目２番１４号
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なが しま  せい いち ろう

第6回　株式会社 フクネツ

加
工
を
要
求
さ
れ
、新
し
い
製
造
機
器
を
導
入
、一
層

の
加
工
技
術
の
向
上
を
追
求
し
続
け
た
。同
時
に
生

産
力
拡
大
に
伴
い
、人
材
確
保
が
急
務
と
な
り
、以

前
か
ら
着
目
し
て
い
た
外
国
人
材
の
正
社
員
採
用
も

こ
の
時
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
翌
２
０
１
８
年
、創
業
50
周
年
を
迎
え
、現
社
長・

永
島
誠
一
郎
氏
が
三
代
目
社
長
就
任
。着
任
早
々
、

高
付
加
価
値
製
品
の
販
売
拡
大
へ
向
け
、様
々
な
取

組
み
を
開
始
。社
内
組
織
の
若
返
り
を
図
り
、生
産

管
理
体
制
を
強
化
。ま
た
中

小
企
業
庁「
経
営
力
向
上
計

画
」の
認
定
を
受
け
、各
種
補

助
金
や
税
制
優
遇
を
活
用
、

財
務
体
質
の
改
善
も
図
っ
た
。

時
代
の
変
化
を
見
据
え
、省

エ
ネ
・
省
人
・
無
人
化
設
備
へ

の
投
資
を
行
う
等
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
」（
※
２
）を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
。

（
※
１
）工
作
機
械
や
半
導
体
製
造

装
置
等
に
使
用
さ
れ
る
精
密

機
械
部
品

（
※
２
）環
境・社
会・経
済
の
持
続
可

能
性
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
持
続
可
能
性
向
上

を
図
る
経
営
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％
電
力
稼
働
で
ガ
ス
燃
料
ゼ
ロ
等
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
環
境
面
で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
。

高
額
な
設
備
投
資
だ
け
に
、段
階
的
に
旧
型
機
械
か

ら
の
入
替
え
を
進
め
、一
層
の
自
動
化
に
よ
る
省
人・

無
人
化
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、熱
処
理
を
は
じ
め
機
械
加
工
等
、ほ

ぼ
全
て
の
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
。ガ
ス
燃
料
に
よ

る
熱
処
理
会
社
が
多
い
な
か「
創
業
か
ら
多
品
種
少
量

加
工
が
多
く
、ガ
ス
を
使
用
す
る
よ
り
電
気
の
方
が
安

全
だ
っ
た
」と
永
島
社
長
は
振
り
返
る
。現
在
の
主
力

製
品
で
あ
る
精
密
機
械
部
品
の
加
工
性
能
に
お
い
て

も
、電
動
機
械
に
性
能
面
で
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
ま
た
加
工
工
場
内
は
、デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
※
３
）に
よ
る
温
度
調
節
を
行
っ
て
い
る
。温
度
に
よ

る
金
属
膨
張
を
防
ぎ
、加
工

精
度
を
上
げ
る
目
的
で
導
入

し
た
装
置
だ
が「
最
近
は
、電

気
代
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
大
い
に

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
」と

製
造
部
の
今
林
部
長
は
、他

工
場
へ
の
導
入
も
検
討
し
て

い
る
。

（
※
３
）デ
マ
ン
ド
値（
30
分
間
に
使
用

し
た
電
力
の
平
均
使
用
量
）

を
監
視
し
エ
ア
コ
ン
等
の
間

引
き
運
転
を
自
動
制
御
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
節
電
で

き
る
最
先
端
シ
ス
テ
ム

　
フ
ク
ネ
ツ
が
外
国
人
材
の
正
社
員
雇
用
を
始
め
た

の
は
２
０
１
７
年
。「
日
本
語
能
力
を
重
視
し
、技
・

人
・
国
ビ
ザ（
※
４
）で
働
け
る
外
国
人
を
正
社
員
採

用
し
よ
う
と
考
え
た
」と
永
島
社
長
。最
初
に
、日
本

企
業
で
勤
務
経
験
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
２
名
を

正
社
員
と
し
て
採
用
。現
在
、ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
10

名
、１
期
生
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
躍
中
。「
国
籍

に
関
係
な
く
社
員
と
し
て
能
力
を
評
価
。管
理
職
へ

の
登
用
を
検
討
し
て
い
る
」と
永
島
社
長
は
そ
の
成

長
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
事
務
だ
け
で
な
く
、工
場
で
働
く
女
性
社
員
も
増

え
、子
育
て
中
の
社
員
の
要
望
に
応
え
、就
業
規
則

を
改
訂
。「
一
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
」が
取
得
可

能
と
な
っ
た
。「
男
性
社
員
の
育
児
休
暇
の
取
得
率

は
１
０
０
％
。会
社
が
目
指
す
省
エ
ネ・
省
人
・
無
人

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
社
員
に
実
感
し
て
ほ
し
い
」と

人
事
総
務
を
担
当
す
る
花
田
総
務
部
長
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、未
経
験
者
で
も
技
能
を
取
得
で

き
る
よ
う
研
修
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。毎
週
、知
識

勉
強
会（
座
学
）を
開
催
。会
社
推
奨
資
格
に
つ
い
て

は
、外
部
研
修
や
資
格
取
得
の
費
用
を
会
社
が
実
質

的
に
負
担
す
る
。資
格
取
得
後
は
、技
能
手
当
に
よ

る
昇
給
も
あ
り
、技
能
向
上
を
人
事
制
度
面
で
も
後

押
し
し
て
い
る
。

　
ま
た
職
場
の
労
働
安
全
衛
生
に
お
い
て
は
、二
つ
の

活
動
を
柱
に
推
進
を
行
っ
て
い
る
。健
康
経
営（
※
５
）

と「
５
Ｓ
活
動
」で
あ
る
。健
康
経
営
は
、各
職
場
の

代
表
者
が
安
全
衛
生
委
員
会
委
員
と
兼
務
で
推
進

を
担
う
。協
会
け
ん
ぽ
や
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、

健
康
課
題
を
改
善
す
る
。経
済
産
業
省「
健
康
経
営

優
良
法
人
」認
定
を
４
年
連
続
で
取
得
。そ
の
活
動

内
容
を
会
社
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
し
て
い
る
。「
５
Ｓ
活

動
」（
※
６
）に
つ
い
て
は
、自
社
だ
け
で
な
く
、福
岡

県
内
の
製
造
業
７
社
と
協
力
し
て
推
進
。毎
年
、メ

ン
バ
ー
企
業
に
よ
る
相
互
点
検
を
行
う
。「
他
社
に

よ
る
点
検
は
、非
常
に
緊
張
感
が
あ
り
、日
々
の
労

働
安
全
へ
の
意
識
を
維
持
す
る
の
に
大
変
役
立
っ
て

い
る
」と
永
島
社
長
。「
他
企
業
と
相
互
研
鑽
す
る

５
Ｓ
活
動
」は
、フ
ク
ネ
ツ
の
企
業
文
化
の
一
つ
と
言

え
る
。

（
※
４
）技
術・人
文
知
識・国
際
業
務
ビ
ザ
。企
業
や
団
体
と
契
約

し
、事
務
職
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
専
門
的・技
術
的
な
素

養
を
必
要
と
す
る

（
※
５
）健
康
経
営
と
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
へ
投
資
を
行
い
、

■代表取締役　永島 誠一郎
■本社／福岡県糟屋郡篠栗町和田５丁目２番１４号
■TEL 092-947-5652　■URL https://kkfukunetsu.co.jp
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第6回　株式会社 フクネツ

加
工
を
要
求
さ
れ
、新
し
い
製
造
機
器
を
導
入
、一
層

の
加
工
技
術
の
向
上
を
追
求
し
続
け
た
。同
時
に
生

産
力
拡
大
に
伴
い
、人
材
確
保
が
急
務
と
な
り
、以

前
か
ら
着
目
し
て
い
た
外
国
人
材
の
正
社
員
採
用
も

こ
の
時
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
翌
２
０
１
８
年
、創
業
50
周
年
を
迎
え
、現
社
長・

永
島
誠
一
郎
氏
が
三
代
目
社
長
就
任
。着
任
早
々
、

高
付
加
価
値
製
品
の
販
売
拡
大
へ
向
け
、様
々
な
取

組
み
を
開
始
。社
内
組
織
の
若
返
り
を
図
り
、生
産

管
理
体
制
を
強
化
。ま
た
中

小
企
業
庁「
経
営
力
向
上
計

画
」の
認
定
を
受
け
、各
種
補

助
金
や
税
制
優
遇
を
活
用
、

財
務
体
質
の
改
善
も
図
っ
た
。

時
代
の
変
化
を
見
据
え
、省

エ
ネ
・
省
人
・
無
人
化
設
備
へ

の
投
資
を
行
う
等
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
」（
※
２
）を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
。

（
※
１
）工
作
機
械
や
半
導
体
製
造

装
置
等
に
使
用
さ
れ
る
精
密

機
械
部
品

（
※
２
）環
境・社
会・経
済
の
持
続
可

能
性
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
持
続
可
能
性
向
上

を
図
る
経
営
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株
式
会
社
フ
ク
ネ
ツ（
以
下
、フ
ク
ネ
ツ
）は
、

１
９
６
９
年
７
月
に
創
業
。金
属
熱
処
理
、機
械
研

削
加
工
を
主
な
事
業
と
し
て
成
長
。現
在
で
は
、金

属
製
品
と
し
て
品
質
面
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
±
１
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
機
械
部
品
を
製
造
す
る
会
社
で

あ
る
。

　
当
時
、九
州
で
は
本
格
的
に
金
属
の
熱
処
理
を
行

う
会
社
が
少
な
く
、チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
古
賀
町（
現
・

古
賀
市
）で
創
業
。１
９
７
９
年
、事
業
拡
大
に
合
わ

せ
、糟
屋
郡
篠
栗
町
和
田
の
鉄
工
団
地
へ
移
転
。現

会
長
・
永
島
し
ゅ
ん
じ 

駿
治
氏（
前
社
長
）は
社
是「
挑
戦
と

和
」を
掲
げ
、常
に
新
し
い
技
術
革
新
へ
の
地
道
な
努

力
を
続
け
た
。創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、大
き
な

二
度
の
転
機
を
乗
り
越
え
、フ
ク
ネ
ツ
は
大
き
く
飛

躍
す
る
。

　
２
０
１
０
年
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
で
大
幅
な
売
上

減
少
に
苦
し
む
中
、取
引
先
の
大
手
精
密
機
械
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
部
品（
※
１
）の
熱

処
理
事
業
を
受
託
。大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
20
台
分
の
機

械
設
備
ご
と
借
入
れ
る「
大
移
管
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

あ
っ
た
。同
時
に
５
名
の
若
手
社
員
を
関
東
の
工
場
へ

派
遣
し
、短
期
間
で
操
作
技
術
を
習
得
し
た
。今
も

稼
働
す
る
移
管
設
備
の
導
入
か
ら
程
な
く
、新
規
注

文
が
一
気
に
増
加
。深
夜
に
及
ぶ
フ
ル
操
業
が
常
態

化
し
、売
上
は
倍
増
し
た
。

　
２
０
１
７
年
、フ
ク
ネ
ツ
は
二
度
目
の
大
き
な
転

機
を
迎
え
る
。先
述
の
大
手
精
密
機
械
部
品
メ
ー

カ
ー
の
製
品
移
管
に
伴
い
、熱
処
理
に
加
え
、加
工
工

程
を
全
面
的
に
引
継
ぐ
こ
と
に
。こ
の
二
度
の
転
機

か
ら
フ
ク
ネ
ツ
の
主
な
加
工
製
品
は
自
動
車
関
連
部

品
か
ら
精
密
機
械
部
品
へ
と
変
遷
。よ
り
高
精
度
な

労
働
生
産
性
の
向
上
や
採
用
・
定
着
の
促
進
、社
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策

（
※
６
）５
Ｓ
活
動
と
は「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・し
つ
け
」の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
頭
文
字
。現
場
の
環
境
維
持
や
業
務
効

率
を
上
げ
る
、５
つ
の
要
素
へ
の
取
組
活
動

機械課　古賀 千葉里（２０２２年入社） 機械課　江藤 静香（２０２１年入社）

機械課　レ・ドック・ニャット（２０１８年入社）

機械課　ヴ・ホアン・リン（２０１７年入社）

　
フ
ク
ネ
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は
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熱
処
理
設
備
の
無
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監
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シ

ス
テ
ム
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20
年
前
よ
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導
入
。改
良
を
重
ね
、現
在

は
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台
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自
動
熱
処
理
設
備
が
24
時
間
体
制
で
稼

働
中
。結
果
、夜
勤
者
数
の
軽
減
や
生
産
量
の
拡
大

へ
貢
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。１
０
０
％
電
力
稼
働
で
ガ
ス
燃
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ゼ
ロ
等
、
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Ｏ
２
削
減
・
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境
面
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も
大
き
な
効
果
を
発
揮
。

高
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設
備
投
資
だ
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に
、段
階
的
に
旧
型
機
械
か

ら
の
入
替
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を
進
め
、一
層
の
自
動
化
に
よ
る
省
人・

無
人
化
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、熱
処
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を
は
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機
械
加
工
等
、ほ
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全
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の
動
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エ
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ル
ギ
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が
電
力
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料
に
よ

る
熱
処
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会
社
が
多
い
な
か「
創
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多
品
種
少
量

加
工
が
多
く
、ガ
ス
を
使
用
す
る
よ
り
電
気
の
方
が
安

全
だ
っ
た
」と
永
島
社
長
は
振
り
返
る
。現
在
の
主
力

製
品
で
あ
る
精
密
機
械
部
品
の
加
工
性
能
に
お
い
て

も
、電
動
機
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に
性
能
面
で
ア
ド
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テ
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が
あ
る
。

　
ま
た
加
工
工
場
内
は
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調
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を
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張
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を
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る
目
的
で
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入

し
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装
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だ
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は
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気
代
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ン
ト
ロ
ー
ル
で
大
い
に

威
力
を
発
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し
て
い
る
」と

製
造
部
の
今
林
部
長
は
、他

工
場
へ
の
導
入
も
検
討
し
て

い
る
。

（
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使
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た
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の
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使
用
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の
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制
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こ
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節
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最
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が
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社
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を
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た

の
は
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０
１
７
年
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語
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・
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４
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と
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２
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を
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在
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人
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を
担
当
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で
は
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取
得
で
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や
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上
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ま
た
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は
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の

代
表
者
が
安
全
衛
生
委
員
会
委
員
と
兼
務
で
推
進

を
担
う
。協
会
け
ん
ぽ
や
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、

健
康
課
題
を
改
善
す
る
。経
済
産
業
省「
健
康
経
営

優
良
法
人
」認
定
を
４
年
連
続
で
取
得
。そ
の
活
動

今林 寿敏（製造部部長）

省
エ
ネ・省
人・

無
人
化
へ
の
取
り
組
み

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

内
容
を
会
社
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
し
て
い
る
。「
５
Ｓ
活

動
」（
※
６
）に
つ
い
て
は
、自
社
だ
け
で
な
く
、福
岡

県
内
の
製
造
業
７
社
と
協
力
し
て
推
進
。毎
年
、メ

ン
バ
ー
企
業
に
よ
る
相
互
点
検
を
行
う
。「
他
社
に

よ
る
点
検
は
、非
常
に
緊
張
感
が
あ
り
、日
々
の
労

働
安
全
へ
の
意
識
を
維
持
す
る
の
に
大
変
役
立
っ
て

い
る
」と
永
島
社
長
。「
他
企
業
と
相
互
研
鑽
す
る

５
Ｓ
活
動
」は
、フ
ク
ネ
ツ
の
企
業
文
化
の
一
つ
と
言

え
る
。

（
※
４
）技
術・人
文
知
識・国
際
業
務
ビ
ザ
。企
業
や
団
体
と
契
約

し
、事
務
職
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
専
門
的・技
術
的
な
素

養
を
必
要
と
す
る

（
※
５
）健
康
経
営
と
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
へ
投
資
を
行
い
、

加
工
を
要
求
さ
れ
、新
し
い
製
造
機
器
を
導
入
、一
層

の
加
工
技
術
の
向
上
を
追
求
し
続
け
た
。同
時
に
生

産
力
拡
大
に
伴
い
、人
材
確
保
が
急
務
と
な
り
、以

前
か
ら
着
目
し
て
い
た
外
国
人
材
の
正
社
員
採
用
も

こ
の
時
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
翌
２
０
１
８
年
、創
業
50
周
年
を
迎
え
、現
社
長・

永
島
誠
一
郎
氏
が
三
代
目
社
長
就
任
。着
任
早
々
、

高
付
加
価
値
製
品
の
販
売
拡
大
へ
向
け
、様
々
な
取

組
み
を
開
始
。社
内
組
織
の
若
返
り
を
図
り
、生
産

管
理
体
制
を
強
化
。ま
た
中

小
企
業
庁「
経
営
力
向
上
計

画
」の
認
定
を
受
け
、各
種
補

助
金
や
税
制
優
遇
を
活
用
、

財
務
体
質
の
改
善
も
図
っ
た
。

時
代
の
変
化
を
見
据
え
、省

エ
ネ
・
省
人
・
無
人
化
設
備
へ

の
投
資
を
行
う
等
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
」（
※
２
）を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
。

（
※
１
）工
作
機
械
や
半
導
体
製
造

装
置
等
に
使
用
さ
れ
る
精
密

機
械
部
品

（
※
２
）環
境・社
会・経
済
の
持
続
可

能
性
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
持
続
可
能
性
向
上

を
図
る
経
営
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株
式
会
社
フ
ク
ネ
ツ（
以
下
、フ
ク
ネ
ツ
）は
、

１
９
６
９
年
７
月
に
創
業
。金
属
熱
処
理
、機
械
研

削
加
工
を
主
な
事
業
と
し
て
成
長
。現
在
で
は
、金

属
製
品
と
し
て
品
質
面
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
±
１
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
機
械
部
品
を
製
造
す
る
会
社
で

あ
る
。

　
当
時
、九
州
で
は
本
格
的
に
金
属
の
熱
処
理
を
行

う
会
社
が
少
な
く
、チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
古
賀
町（
現
・

古
賀
市
）で
創
業
。１
９
７
９
年
、事
業
拡
大
に
合
わ

せ
、糟
屋
郡
篠
栗
町
和
田
の
鉄
工
団
地
へ
移
転
。現

会
長
・
永
島
し
ゅ
ん
じ 

駿
治
氏（
前
社
長
）は
社
是「
挑
戦
と

和
」を
掲
げ
、常
に
新
し
い
技
術
革
新
へ
の
地
道
な
努

力
を
続
け
た
。創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、大
き
な

二
度
の
転
機
を
乗
り
越
え
、フ
ク
ネ
ツ
は
大
き
く
飛

躍
す
る
。

　
２
０
１
０
年
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
で
大
幅
な
売
上

減
少
に
苦
し
む
中
、取
引
先
の
大
手
精
密
機
械
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
部
品（
※
１
）の
熱

処
理
事
業
を
受
託
。大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
20
台
分
の
機

械
設
備
ご
と
借
入
れ
る「
大
移
管
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

あ
っ
た
。同
時
に
５
名
の
若
手
社
員
を
関
東
の
工
場
へ

派
遣
し
、短
期
間
で
操
作
技
術
を
習
得
し
た
。今
も

稼
働
す
る
移
管
設
備
の
導
入
か
ら
程
な
く
、新
規
注

文
が
一
気
に
増
加
。深
夜
に
及
ぶ
フ
ル
操
業
が
常
態

化
し
、売
上
は
倍
増
し
た
。

　
２
０
１
７
年
、フ
ク
ネ
ツ
は
二
度
目
の
大
き
な
転

機
を
迎
え
る
。先
述
の
大
手
精
密
機
械
部
品
メ
ー

カ
ー
の
製
品
移
管
に
伴
い
、熱
処
理
に
加
え
、加
工
工

程
を
全
面
的
に
引
継
ぐ
こ
と
に
。こ
の
二
度
の
転
機

か
ら
フ
ク
ネ
ツ
の
主
な
加
工
製
品
は
自
動
車
関
連
部

品
か
ら
精
密
機
械
部
品
へ
と
変
遷
。よ
り
高
精
度
な

労
働
生
産
性
の
向
上
や
採
用
・
定
着
の
促
進
、社
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策

（
※
６
）５
Ｓ
活
動
と
は「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・し
つ
け
」の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
頭
文
字
。現
場
の
環
境
維
持
や
業
務
効

率
を
上
げ
る
、５
つ
の
要
素
へ
の
取
組
活
動

機械課　古賀 千葉里（２０２２年入社） 機械課　江藤 静香（２０２１年入社）

機械課　レ・ドック・ニャット（２０１８年入社）

機械課　ヴ・ホアン・リン（２０１７年入社）

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、「
熱
処
理
設
備
の
無
人
監
視
シ

ス
テ
ム
」を
20
年
前
よ
り
導
入
。改
良
を
重
ね
、現
在

は
３
台
の
自
動
熱
処
理
設
備
が
24
時
間
体
制
で
稼

働
中
。結
果
、夜
勤
者
数
の
軽
減
や
生
産
量
の
拡
大

へ
貢
献
。１
０
０
％
電
力
稼
働
で
ガ
ス
燃
料
ゼ
ロ
等
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
環
境
面
で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
。

高
額
な
設
備
投
資
だ
け
に
、段
階
的
に
旧
型
機
械
か

ら
の
入
替
え
を
進
め
、一
層
の
自
動
化
に
よ
る
省
人・

無
人
化
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、熱
処
理
を
は
じ
め
機
械
加
工
等
、ほ

ぼ
全
て
の
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
。ガ
ス
燃
料
に
よ

る
熱
処
理
会
社
が
多
い
な
か「
創
業
か
ら
多
品
種
少
量

加
工
が
多
く
、ガ
ス
を
使
用
す
る
よ
り
電
気
の
方
が
安

全
だ
っ
た
」と
永
島
社
長
は
振
り
返
る
。現
在
の
主
力

製
品
で
あ
る
精
密
機
械
部
品
の
加
工
性
能
に
お
い
て

も
、電
動
機
械
に
性
能
面
で
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
ま
た
加
工
工
場
内
は
、デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
※
３
）に
よ
る
温
度
調
節
を
行
っ
て
い
る
。温
度
に
よ

る
金
属
膨
張
を
防
ぎ
、加
工

精
度
を
上
げ
る
目
的
で
導
入

し
た
装
置
だ
が「
最
近
は
、電

気
代
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
大
い
に

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
」と

製
造
部
の
今
林
部
長
は
、他

工
場
へ
の
導
入
も
検
討
し
て

い
る
。

（
※
３
）デ
マ
ン
ド
値（
30
分
間
に
使
用

し
た
電
力
の
平
均
使
用
量
）

を
監
視
し
エ
ア
コ
ン
等
の
間

引
き
運
転
を
自
動
制
御
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
節
電
で

き
る
最
先
端
シ
ス
テ
ム

　
フ
ク
ネ
ツ
が
外
国
人
材
の
正
社
員
雇
用
を
始
め
た

の
は
２
０
１
７
年
。「
日
本
語
能
力
を
重
視
し
、技
・

人
・
国
ビ
ザ（
※
４
）で
働
け
る
外
国
人
を
正
社
員
採

用
し
よ
う
と
考
え
た
」と
永
島
社
長
。最
初
に
、日
本

企
業
で
勤
務
経
験
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
２
名
を

正
社
員
と
し
て
採
用
。現
在
、ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
10

名
、１
期
生
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
躍
中
。「
国
籍

に
関
係
な
く
社
員
と
し
て
能
力
を
評
価
。管
理
職
へ

の
登
用
を
検
討
し
て
い
る
」と
永
島
社
長
は
そ
の
成

長
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
事
務
だ
け
で
な
く
、工
場
で
働
く
女
性
社
員
も
増

え
、子
育
て
中
の
社
員
の
要
望
に
応
え
、就
業
規
則

を
改
訂
。「
一
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
」が
取
得
可

能
と
な
っ
た
。「
男
性
社
員
の
育
児
休
暇
の
取
得
率

は
１
０
０
％
。会
社
が
目
指
す
省
エ
ネ・
省
人
・
無
人

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
社
員
に
実
感
し
て
ほ
し
い
」と

人
事
総
務
を
担
当
す
る
花
田
総
務
部
長
。

　
フ
ク
ネ
ツ
で
は
、未
経
験
者
で
も
技
能
を
取
得
で

き
る
よ
う
研
修
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。毎
週
、知
識

勉
強
会（
座
学
）を
開
催
。会
社
推
奨
資
格
に
つ
い
て

は
、外
部
研
修
や
資
格
取
得
の
費
用
を
会
社
が
実
質

的
に
負
担
す
る
。資
格
取
得
後
は
、技
能
手
当
に
よ

る
昇
給
も
あ
り
、技
能
向
上
を
人
事
制
度
面
で
も
後

押
し
し
て
い
る
。

　
ま
た
職
場
の
労
働
安
全
衛
生
に
お
い
て
は
、二
つ
の

活
動
を
柱
に
推
進
を
行
っ
て
い
る
。健
康
経
営（
※
５
）

と「
５
Ｓ
活
動
」で
あ
る
。健
康
経
営
は
、各
職
場
の

代
表
者
が
安
全
衛
生
委
員
会
委
員
と
兼
務
で
推
進

を
担
う
。協
会
け
ん
ぽ
や
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、

健
康
課
題
を
改
善
す
る
。経
済
産
業
省「
健
康
経
営

優
良
法
人
」認
定
を
４
年
連
続
で
取
得
。そ
の
活
動

今林 寿敏（製造部部長）

省
エ
ネ・省
人・

無
人
化
へ
の
取
り
組
み

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

内
容
を
会
社
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
し
て
い
る
。「
５
Ｓ
活

動
」（
※
６
）に
つ
い
て
は
、自
社
だ
け
で
な
く
、福
岡

県
内
の
製
造
業
７
社
と
協
力
し
て
推
進
。毎
年
、メ

ン
バ
ー
企
業
に
よ
る
相
互
点
検
を
行
う
。「
他
社
に

よ
る
点
検
は
、非
常
に
緊
張
感
が
あ
り
、日
々
の
労

働
安
全
へ
の
意
識
を
維
持
す
る
の
に
大
変
役
立
っ
て

い
る
」と
永
島
社
長
。「
他
企
業
と
相
互
研
鑽
す
る

５
Ｓ
活
動
」は
、フ
ク
ネ
ツ
の
企
業
文
化
の
一
つ
と
言

え
る
。

（
※
４
）技
術・人
文
知
識・国
際
業
務
ビ
ザ
。企
業
や
団
体
と
契
約

し
、事
務
職
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
専
門
的・技
術
的
な
素

養
を
必
要
と
す
る

（
※
５
）健
康
経
営
と
は
、従
業
員
の
健
康
増
進
へ
投
資
を
行
い
、

加
工
を
要
求
さ
れ
、新
し
い
製
造
機
器
を
導
入
、一
層

の
加
工
技
術
の
向
上
を
追
求
し
続
け
た
。同
時
に
生

産
力
拡
大
に
伴
い
、人
材
確
保
が
急
務
と
な
り
、以

前
か
ら
着
目
し
て
い
た
外
国
人
材
の
正
社
員
採
用
も

こ
の
時
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
翌
２
０
１
８
年
、創
業
50
周
年
を
迎
え
、現
社
長・

永
島
誠
一
郎
氏
が
三
代
目
社
長
就
任
。着
任
早
々
、

高
付
加
価
値
製
品
の
販
売
拡
大
へ
向
け
、様
々
な
取

組
み
を
開
始
。社
内
組
織
の
若
返
り
を
図
り
、生
産

管
理
体
制
を
強
化
。ま
た
中

小
企
業
庁「
経
営
力
向
上
計

画
」の
認
定
を
受
け
、各
種
補

助
金
や
税
制
優
遇
を
活
用
、

財
務
体
質
の
改
善
も
図
っ
た
。

時
代
の
変
化
を
見
据
え
、省

エ
ネ
・
省
人
・
無
人
化
設
備
へ

の
投
資
を
行
う
等
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
」（
※
２
）を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
。

（
※
１
）工
作
機
械
や
半
導
体
製
造

装
置
等
に
使
用
さ
れ
る
精
密

機
械
部
品

（
※
２
）環
境・社
会・経
済
の
持
続
可

能
性
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
持
続
可
能
性
向
上

を
図
る
経
営
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シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ
経済産業省 九州経済産業局 SDGsパートナー機関
https://shinwalab.jp　mail:s.kato@shinwalab.jp

取材ノート

　2050年カーボンニュートラル（温暖化ガスの実質排出ゼロ）達成へ向け、グリーントランスフォー
メーション（GX）推進法が昨年成立。2026年からCO₂多排出企業への削減目標設定や達成に強制力
を課す方向での制度改正が先日発表された。いよいよ中小企業も炭素税や排出量取引といった炭素
価格（カーボンプライシング）を意識せざるを得ない状況となる。
　今回取材のフクネツは、リーマンショックをはじめ“ピンチをチャンスへ”転換し、成長を果たしてきた
企業。金属熱処理はCO₂多排出事業。経営環境が厳しくなるなか、永島社長は省エネ・省人・無人化への
投資を続け、更なる成長戦略を描いている。同時に、人的資本（技能向上・働きやすさ）への投資を進め
ている。工場で多様な人材がいきいきと元気に活躍する姿が強く印象に残っている。

2023年11月18日 社員旅行（宗像大社）

熱処理第二工場　「無人監視システム付バッチ型光輝多目的熱処理炉」前にて取材
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（総務部）　【後列左から】原 智洋（熱処理課）／岩﨑 雅浩（機械課）／菊池 佳治（機械課課長）／有川 聖行（熱処理課課長）／取締役　長 真美
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